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(57)【要約】
　無菌環境のための使い捨て画像装置を提供および回収
するためのシステムおよび方法が開示および説明される
。このシステムは、これに限定されないが、関節鏡視下
手術、腹腔鏡手術、婦人科手術、および泌尿器科手術を
含む、汎用外科手術に使用される使い捨て高解像度カメ
ラを含むことができ、無菌であり、確実に使い捨てされ
るよう設計された画像装置を含むことができる。画像装
置は、ハウジングに入れられたＣＣＤかＣＭＯＳのどち
らかの単一の画像センサを有することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　フィールドプログラマブルゲートアレイ、
　　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイス、
　　　マイクロコントローラ、
　　　プロセッサ、または、
　　　メモリのグループから成る１つまたは複数の能動的な電子コンポーネントと、
　　画像データを出力するための画像センサと、
を備える画像装置を準備するステップと、
　医療処置の間に前記画像装置が動作できるようにするために画像装置メモリ内の制御値
を設定するステップと、
を備える、
医療処置の間に使用するための医療用電子画像装置を処理するための方法。
【請求項２】
　ユーザに搬送するために前記画像装置をパッケージするステップをさらに備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　医療処置の間に使用するために前記画像装置を滅菌する（sterilizing）ステップをさ
らに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記画像装置を試験装置に電子的に接続するステップをさらに備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　暗号セキュリティプロトコルを順守する(complying with)ことによって、前記試験装置
の間の通信を認証するステップをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記セキュリティプロトコルが前記画像装置から生じる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記セキュリティプロトコルが前記試験装置から生じる、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記試験装置を別のコンピュータで制御するステップをさらに備える、請求項４に記載
の方法。
【請求項９】
　前記試験装置と前記別のコンピュータとの間の通信を暗号化するステップをさらに備え
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記画像装置から画像装置状態データを読み取るステップをさらに備え、
　前記画像装置状態データが、
　　フィールドプログラマブルゲートアレイが生成した状態データ(condition data)と、
　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイスが生成した状態データと、
　　マイクロコントローラが生成した状態データと、
　　プロセッサが生成した状態データと、
　　メモリが生成した状態データとの能動的な電子コンポーネントのうちの１つまたは複
数から得たデータを備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記画像装置データをコンピュータアクセス可能ストレージまたはメモリに格納するス
テップをさらに備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記画像装置を前記試験装置から電子的に切断する(disconnecting)ステップをさらに
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備える、請求項４に記載の方法。
【請求項１３】
　　　フィールドプログラマブルゲートアレイ、
　　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイス、
　　　マイクロコントローラ
　　　プロセッサ、
　　　メモリのグループから成る１つまたは複数の能動的な電子コンポーネントと、
　　画像データを出力するための画像センサと、
を備える画像装置を準備するステップと、
　前記能動的な電子コンポーネントのうちの１つまたは複数についてのアップデートされ
たプログラミングを提供するステップと、
　医療処置の間に前記画像装置が動作できるようにするために画像装置メモリ内の制御値
を設定するステップと、
　前記画像装置を滅菌するステップとを備える、
医療処置の間に使用するための医療用電子画像装置をアップデートするための方法。
【請求項１４】
　前記画像装置を試験装置に電子的に接続するステップをさらに備える、請求項１３に記
載の方法。
【請求項１５】
　暗号セキュリティプロトコルを順守することによって、前記試験装置の間の通信を認証
するステップをさらに備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記セキュリティプロトコルが前記画像装置から生じる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記セキュリティプロトコルが前記試験装置から生じる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記試験装置を別のコンピュータで制御するステップをさらに備える、請求項１４に記
載の方法。
【請求項１９】
　前記試験装置と前記別のコンピュータとの間の通信を暗号化するステップをさらに備え
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記画像装置から画像装置状態データを読み取るステップをさらに備え、
　前記画像装置状態データが、
　　フィールドプログラマブルゲートアレイが生成した状態データと、
　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイスが生成した状態データと、
　　マイクロコントローラが生成した状態データと、
　　プロセッサが生成した状態データと、
　　メモリが生成した状態データとの能動的な電子コンポーネントのうちの１つまたは複
数から得たデータを備える、
請求項１３に記載の方法。
【請求項２１】
　前記画像装置データをコンピュータアクセス可能ストレージまたはメモリに格納するス
テップをさらに備える、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　ネットワークを介して前記アップデートされたプログラミングを送受信するステップを
さらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項２３】
　外科手術の間に使用するために前記画像装置を制御装置に接続して、前記制御装置から
前記アップデートされたプログラミングを受信するステップをさらに備える、請求項１３
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に記載の方法。
【請求項２４】
　前記アップデートされたプログラミングを、ネットワークを介して前記制御装置に提供
するステップをさらに備える、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　暗号セキュリティプロトコルを順守することによって、前記制御装置と前記画像装置の
間の通信を認証するステップをさらに備える、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記セキュリティプロトコルが前記画像装置から生じる、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記セキュリティプロトコルが前記制御装置から生じる、請求項２５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記制御装置を別のコンピュータで制御するステップをさらに備える、請求項２３に記
載の方法。
【請求項２９】
　前記制御装置と前記別のコンピュータとの間の通信を暗号化するステップをさらに備え
る、請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記画像装置から画像装置状態データを読み取るステップをさらに備え、
　前記画像装置状態データが、
　　フィールドプログラマブルゲートアレイが生成した状態データと、
　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイスが生成した状態データと、
　　マイクロコントローラが生成した状態データと、
　　プロセッサが生成した状態データと、
　　メモリが生成した状態データとの能動的な電子コンポーネントのうちの１つまたは複
数から得たデータを備える、
請求項２３に記載の方法。
【請求項３１】
　前記画像装置データをコンピュータアクセス可能ストレージまたはメモリに格納するス
テップをさらに備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　ネットワークを介して前記画像装置データを送受信するステップをさらに備える、請求
項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　活動している画像装置を制御するために前記画像装置データによって前記画像装置をト
ラックするステップをさらに備える、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　　　フィールドプログラマブルゲートアレイ、
　　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイス、
　　　マイクロコントローラ、
　　　プロセッサ、
　　　メモリのグループから成る１つまたは複数の能動的な電子コンポーネントと、
　　画像データを出力するための画像センサと、
を備える画像装置を準備するステップと、
　前記画像装置を試験装置に電子的に接続するステップと、
　前記画像装置に内蔵された暗号セキュリティプロトコルを順守することによって、前記
画像装置と前記試験装置との間の通信を認証するステップと、
　前記画像装置から画像装置状態データを読み取るステップであって、
　前記画像装置状態データが、
　　　フィールドプログラマブルゲートアレイが生成した状態データと、
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　　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイスが生成した状態データと、
　　　マイクロコントローラが生成した状態データと、
　　　プロセッサが生成した状態データと、
　　　メモリが生成した状態データとの能動的な電子コンポーネントのうちの１つまたは
複数から得たデータを備えるステップと、
　前記画像装置状態データをコンピュータアクセス可能ストレージまたはメモリに格納す
るステップと、
　医療処置の間に前記画像装置が動作できるようにするために画像装置メモリ内の制御値
を設定するステップと、
　前記画像装置を前記試験装置から電子的に切断するステップとを備える、
医療処置の間に使用するための医療用電子画像装置を処理するための方法。
【請求項３５】
　前記画像装置が使用された回数を表す画像装置メモリ内の使用値をインクリメントする
ステップをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　フィールドプログラマブルゲートアレイ、
　コンプレックスプログラマブルロジックデバイス、
　マイクロコントローラ、
　プロセッサ、
　メモリの能動的なコンポーネントのうちの１つまたは複数に構成命令を書き込むステッ
プをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　前記構成命令が、
　　フィールドプログラマブルゲートアレイ、
　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイス、
　　マイクロコントローラ、
　　プロセッサ、
　　メモリの能動的なコンポーネントのうちの１つまたは複数の動作をアップデートする
、請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　前記画像装置の前記コンポーネントの動作適正を試験するために、前記画像装置のコン
ポーネントを試験するステップをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項３９】
　前記動作適正試験に不合格だった前記画像装置のコンポーネントを交換するステップを
さらに備える、請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記画像装置を滅菌するステップをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項４１】
　前記画像装置をエチレンオキシドで滅菌するステップをさらに備える、請求項４０に記
載の方法。
【請求項４２】
　前記画像装置をガンマ放射線で滅菌するステップをさらに備える、請求項４０に記載の
方法。
【請求項４３】
　前記画像装置を、アルコール、アルデヒド、および酸化剤のグループから選ばれた１つ
または複数の化学物質で滅菌するステップをさらに備える、請求項４０に記載の方法。
【請求項４４】
　使用済みの画像装置をユーザから収集するステップをさらに備える、請求項３４に記載
の方法。
【請求項４５】
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　格納および転送する間、前記画像装置を保護および保持するために、前記画像装置をコ
ンテナにパッケージするステップをさらに備える、請求項３４に記載の方法。
【請求項４６】
　使用後に使用済み画像装置をバイオハザードコンテナ(biohazard container)に収集し
て、バイオハザード物質についての業界標準に従って転送するために準備するステップを
さらに備える、請求項４５に記載の方法。
【請求項４７】
　業界標準に従って前記使用済み画像装置および前記バイオハザードコンテナを密封する
ステップをさらに備える、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　格納および転送する間、前記画像装置を保護および保持するために前記画像装置がトレ
イにパッケージされる、請求項４５に記載の方法。
【請求項４９】
　格納および転送する間、前記画像装置を保護および保持するために前記画像装置がポー
チにパッケージされる、請求項４５に記載の方法。
【請求項５０】
　前記画像装置と試験装置との間の通信を認証するステップが
　前記試験装置から前記画像装置に公開鍵を送信するステップと、
　前記公開鍵を確認するステップと、
　前記画像装置から前記試験装置に秘密鍵を送信するステップと、
　前記秘密鍵を確認するステップと、
　前記画像装置と前記試験装置との間の電子通信を可能にするステップとを備える、
請求項３４に記載の方法。
【請求項５１】
　前記画像装置に送信する前に、前記公開鍵を暗号化するステップをさらに備える、請求
項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　前記試験装置に送信する前に、前記秘密鍵を暗号化するステップをさらに備える、請求
項５０に記載の方法。
【請求項５３】
　　　フィールドプログラマブルゲートアレイ、
　　　コンプレックスプログラマブルロジックデバイス、
　　　マイクロコントローラ、
　　　プロセッサ、
　　　メモリのグループから成る１つまたは複数の能動的な電子コンポーネントと、
　　画像データを出力するための画像センサと、
を備える画像装置を準備するステップと、
　前記画像装置を滅菌するステップと、
を備える、
医療処置の間に使用するための医療用電子画像装置を処理するための方法。
【請求項５４】
　制御値を有するメモリを備える画像装置、および画像データを出力するための画像セン
サを準備するステップと、
　医療処置の間に前記画像装置が動作できるようにするために前記画像装置メモリ内の制
御値を設定するステップと、
　前記画像装置を滅菌するステップと、
を備える、
医療処置の間に使用するための医療用電子画像装置を処理するための方法。
【請求項５５】
　前記画像装置をエチレンオキシドで滅菌するステップをさらに備える、請求項１に記載
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の方法。
【請求項５６】
　前記画像装置をガンマ放射線で滅菌するステップをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項５７】
　前記画像装置を、アルコール、アルデヒド、および酸化剤のグループから選択された１
つまたは複数の化学物質で滅菌するステップをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は全体として、手術領域を可視化するために外科手術の間に使用される画像装置
に関し、より具体的には、必ずしも完全にではないが、主に衛生的な環境のための使い捨
て画像装置を提供および回収するためのシステムおよび方法に関する。
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１０年３月２５日に出願された米国仮出願第６１／３１７，６３０号の
便益を主張するものであり、これに限定されないが、以下に特に現れる部分を含む全体を
参照により本明細書に組み込む。参照による組込みは、上述の仮出願のいずれかの部分が
本出願と一致しない場合は、この出願が前記上述の仮出願に優先するという例外がある。
【０００２】
　連邦支援の研究または開発に関する明細書
　適用せず
【背景技術】
【０００３】
　医療分野において、内視鏡手術は急速に成長しつつある。内視鏡検査は、わずかな、ま
たは最小限の切開を通じてチューブ部材を体腔内に挿入することによって体腔の内部また
は臓器の内部表面を分析するために使用される低侵襲外科手術である。従来型の内視鏡は
、一般的に、体腔内を可視化するための光源および画像センサまたは装置を備えた器具で
ある。内視鏡の一般的分野では広い範囲の応用が展開されており、必ずしもこれに限定さ
れないが、関節鏡、血管鏡、気管支鏡、胆道鏡、大腸鏡、膀胱鏡、十二指腸鏡、小腸鏡、
上部消化管内視鏡（胃鏡）、腹腔鏡、喉頭鏡、鼻咽頭－ネプロスコープ（ｎｅｐｒｏｓｃ
ｏｐｅ）、Ｓ状結腸鏡、胸腔鏡、および尿管鏡を含む（以下では一般的に「内視鏡」と呼
ぶ）。内視鏡の利点には、外科的切開がより小さく、軟部組織損傷がより少ないことが挙
げられる。その結果、患者の不快感および痛みが著しく少なくなり、回復に要する時間も
少なくなる。
【０００４】
　内視鏡を用いて行う低侵襲手術の利点は、医療分野ではよく知られ、理解されている。
その結果、医師の内視鏡の観察フィールドおよび作業スペースに、たとえば診断、モニタ
リング、治療、手術器具、ツール、およびアクセサリ（集合的に「ツール」）を届けるた
めに、内視鏡とともに使用するための装置の数が増加している。
【０００５】
　内視鏡は、手術部位の画像を形成する部分として光源および画像センサを含む。内視鏡
は、内視鏡を通って診断、モニタリング、治療、または手術ツールを通すための操作チャ
ネルなどの、体内の観察または手術のための複数のチューブ部材も組み込むことができる
。内視鏡は、ガラスのレンズおよび調節可能接眼レンズまたは接眼部、光導体のための側
面結合、焦点合わせを可能にするアダプタ、ならびにカメラヘッドを含む。この構成はビ
デオ内視鏡とも呼ばれる。
【０００６】
　さらに、画像装置は、患者および外科医を潜在的感染から保護するために、米国におけ
るＦＤＡなどの政府規制に従う。これらの装置は、医療環境についての国際的および国内
の規制に従って、およびそれと一致して、製造および処理される。本開示は、医療装置、
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とくにカメラヘッドなどの画像装置を順番に並べるためのシステムおよび方法を対象とす
る。
【０００７】
　いかなる手術の間でも、手術室および手術用機器の厳密な滅菌が必要であることは明ら
かである。「外科手術室」、すなわち手術室および治療室で要求される厳密な衛生および
滅菌状態は、全ての医療装置および機器の最大限の滅菌を必要とする。滅菌処理の一部は
、内視鏡ならびにその付属品およびコンポーネントを含む、患者に触れる、または滅菌野
を貫通する全ての物を滅菌するために必要である。滅菌野は、微生物が存在しないと考え
られるトレイ内または滅菌タオル上などの特定の領域と考えられることもあり、滅菌野は
外科手術の準備がされた患者のすぐ周囲の領域と考えられることもあることが理解されよ
う。滅菌野は、衣服を整え、洗浄したチームメンバー、ならびに領域内のすべての器具お
よび設備を含む場合もある。
【０００８】
　近年、膝または腰のインプラントのような手術用のインプラントを含むパッケージと同
様、使い捨ての内視鏡およびコンポーネントをパッケージされた滅菌製品として提供する
傾向がある。内視鏡に関しては、従来の滅菌処理を通じて新しい手術ごとに再生された内
視鏡を使用する代わりに、滅菌されたパッケージで病院に届けられた使い捨ての内視鏡お
よびコンポーネントを使用することを意味する。この傾向により、それぞれの内視鏡およ
びそのコンポーネントを従来の滅菌手順を使用して単に再滅菌せず、１度の使用のために
確実に適切な手入れ、使用、および滅菌を行うことがますます困難になっている。
【０００９】
　ビデオ内視鏡の従来の欠点または問題には、画質の欠陥、滅菌の必要性、および製造コ
ストが高いこと、ならびに処理コストが高いことが挙げられる。これらのおよび潜在的な
他の問題に対処するために、本開示は、使い捨て画像装置を提供および回収するための独
自の方法、システム、および処理に加えて、独自の画像装置またはセンサを利用する。
【００１０】
　以下の記述において本開示の特徴および利点を説明するが、部分的には記述から明らか
になるであろうし、過度な実験なしに本開示を実施することによってわかる場合もある。
本開示の特徴および利点は、本明細書で特に指摘した器具および組合せによって実現およ
び取得できる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　ある実施形態は、これに限定されないが、関節鏡視下手術、腹腔鏡手術、婦人科手術、
および泌尿器科手術を含む、汎用外科手術に使用される使い捨てカメラを備えうる。ある
実施形態は、滅菌され、使い捨てになるように確実に設計された画像装置を備えうる。あ
る実施形態は、成形プラスチックハウジングに入れられたＣＣＤ（電荷結合素子）または
ＣＭＯＳ（相補型金属酸化膜半導体）のどちらかの単一の画像センサを備える画像装置で
もよい。ハウジングは、金属、カーボンファイバ、または画像装置ハウジングとして使用
できる他の適切な物質で製造されうることが理解されよう。画像装置は、Ｃ－Ｍｏｕｎｔ
およびＣＳ－Ｍｏｕｎｔスレッド、あるいは他の専用または独自の接続方法を使用して光
結合装置に接続するための手段をさらに備えうる。統合された光システムを含むことは本
開示の範囲内であり、特別な結合手段を必要としない。画像装置は、カメラ制御装置へ、
またはそこからデータを送信するためのケーブルまたは無線方法をさらに備えうる。ある
実施形態は、ヒートシンクまたは冷却機構などの熱エネルギー散逸手段をさらに備えうる
。ある実施形態は、電気的に絶縁された画像装置、たとえばカメラヘッドをさらに備えう
る。
【００１２】
　ある実施形態では、手術において使用されるたびに、またはメーカーで品質管理（ＱＣ
）検査が行われるたびに、情報が画像装置のメモリ内に記録される。この情報は、利用時
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間、有効期限などを評価するために使用されうる。ある実施形態は、画像装置が１度だけ
使用されること、および画像装置は安全に使用できることを確実にするための特徴を備え
うる。
【００１３】
　ある実施形態では、画像装置は、カメラヘッドが確実に心臓フローティング（Ｃａｒｄ
ｉａｃ　Ｆｌｏａｔｉｎｇ、ＣＦ）および身体フローティング（ｂｏｄｙ　ｆｌｏａｔｉ
ｎｇ、ＢＦ）ＩＳＯ基準を満たすためにセンサヒートシンクを備えるプラスチック内に完
全にカバーされうる。画像装置は金属、カーボンファイバ、または画像装置ハウジングと
して使用できる他の適切な物質に完全にカバーされうることが理解されよう。ある実施形
態は、品質管理検査が実行された後にフィールド内のコンソールに接続されると現在時刻
が刻印されうる画像装置を備えうる。この時刻は利用のベースラインとして使用されうる
。画像装置が、滅菌サイクルと等しい場合があるあらかじめ定められた時間にわたって電
源を切られると、画像装置は機能しなくなる。画像装置は、そのカメラがすでに使用され
ており、現在の操作は認められないことをユーザに伝えるオンスクリーンメッセージを表
示できる。これらの特徴により、確実に画像装置が滅菌サイクルごとに複数回使用されな
いようにすることができ、さらにメーカーまたは他の権限を与えられたソースによって確
実に適切な滅菌が実行されるようにすることができる。この機能は、メーカーの法的責任
と同じように、無効または危険な使用から患者および医師を保護するためのものである。
【００１４】
　ある実施形態では、能動的な画像装置は制御装置に接続されうる。制御装置は最終滅菌
日を調べて、画像装置があらかじめ定められた安全な日付よりも古くないことを保証する
。画像装置が所要の日付よりも古い場合、画像装置は有効期限が切れているので安全に使
用できないことをオンスクリーン警告がユーザに伝える。これらの特徴により、滅菌され
ていない画像装置の使用から患者および医師を保護する。
【００１５】
　ある実施形態では、画像装置が使用を許可されていることを確認するために、制御装置
によって画像装置を使用するためのセキュリティコード、または他の何らかの識別および
確認手段が提供されうる。確認セキュリティコードまたは確認の手順は、インターネット
を介して中央データベースから、あるいはメモリを含むＵＳＢ装置、他のコンピュータ、
または他のストレージデバイスなどのポータブルストレージデバイスから直接転送するこ
とによって、制御装置に分散されうる。
【００１６】
　ある実施形態は、品質管理検査、機能検査、衛生または滅菌、パッケージング、トラン
スポーティング、使用および回収、ならびに画像装置内のメモリへの読出しおよび書込み
を含む、使い捨てカメラヘッドを処理するための方法を備えうる。ある実施形態は、コン
ポーネントのネットワークを備えることができ、また画像装置をアップデートする機能を
さらに備えることができる。
【００１７】
　本開示の特徴および利点は、提示される後続の詳細な説明を添付の図面と併せて考慮す
れば明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本開示の教示および原理によって製造された、本開示の特徴の実施形態を示す図
である。
【図２】本開示の教示および原理によって製造された、画像システムの実施形態を示す図
である。
【図３】本開示の教示および原理によって製造された、無線機能を備えた画像システムを
示す図である。
【図４】本開示の教示および原理によって製造された、画像装置から切断されているが、
補完装置に接続したままとして示されている、制御装置の実施形態を示す図である。
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【図５】本開示の教示および原理によって製造された、制御装置ディスプレイの実施形態
を示す図である。
【図６】本開示の教示および原理によって製造された、格納された、または閉まった位置
における制御装置の格納できるディスプレイの実施形態を示す図である。
【図６Ａ】本開示の教示および原理によって製造された、開いた位置における制御装置の
格納できるディスプレイの実施形態を示す図である。
【図７】本開示の教示および原理によって製造された、画像装置ヘッドの実施形態の断面
図である。
【図８】本開示の教示および原理によって製造された、画像装置ヘッドの実施形態の断面
図である。
【図９】本開示の教示および原理によって製造された、画像装置ヘッドの実施形態の断面
図である。
【図１０】本開示の教示および原理によって製造された、ボールジョイントを備える画像
装置ヘッドの実施形態の断面図である。
【図１１】本開示の教示および原理によって製造された、画像装置ヘッドの実施形態の断
面図である。
【図１２】本開示の教示および原理によって製造された、画像システムの実施形態のレイ
アウト図である。
【図１３】本開示の教示および原理によって製造された、画像システムの実施形態のメモ
リの概略図である。
【図１４】本開示の教示および原理による、画像システムを使用する方法の実施形態を示
す図である。
【図１５】本開示の教示および原理による、画像装置を新しいものと交換して回収する方
法の実施形態を示す図である。
【図１５Ａ】本開示の教示および原理による、画像装置を新しいものと交換して回収する
方法の実施形態を示す図である。
【図１６】本開示の教示および原理による、使用の方法の実施形態を示す図である。
【図１７】本開示の教示および原理による、使用の方法の実施形態を示す図である。
【図１８】本開示の教示および原理による、使用後に画像装置を回収する方法の実施形態
を示す図である。
【図１９】本開示の教示および原理による、滅菌された環境で画像装置を使用できるよう
にするための方法の実施形態を示す図である。
【図２０】画像装置システムをアップデートするための方法の実施形態を示す図である。
【図２１】画像システムにアップデートを提供するためのシステムの実施形態を示す図で
ある。
【図２２】本開示の教示および原理による、外科用画像装置を製造および再処理するため
のシステムの実施形態を示す図である。
【図２３】本開示の教示および原理によって製造された、外科用画像装置を製造および再
処理するためのシステムの実施形態を示す図である。
【図２４】外科用画像装置を製造および再処理するためのシステムの実施形態を示す図で
ある。
【図２５】外科用画像装置を再処理するためのシステムの実施形態を示す図である。
【図２６】外科用画像装置を再処理して、前記画像装置にアップデートを提供するための
システムの実施形態を示す図である。
【図２７】外科用画像装置を再処理して、前記画像装置にアップデートを提供するための
システムの実施形態を示す図である。
【図２８】外科用画像装置をアップデートするためのシステムの実施形態を示す図である
。
【図２９】外科用画像装置にアップデートを提供するためのシステムの実施形態を示す図
である。
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【図３０】本開示の教示および原理による、外科用画像装置を製造および再処理するため
のシステムの実施形態を示す図である。
【図３１】本開示の教示および原理による、医療用電子画像装置を処理するための方法お
よびシステムの実施形態を示す図である。
【図３２】本開示の教示および原理による、医療用電子画像装置を処理するための方法お
よびシステムの実施形態を示す図である。
【図３３】本開示の教示および原理による、医療用電子画像装置を処理するための方法お
よびシステムの実施形態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　次に、本開示による原理の理解を促すために、図面に示された実施形態を参照する。こ
れらを説明するために、特定の言葉を使用する。しかし、それが本開示の範囲の限定を意
図するものではないことは理解されよう。関連分野の当業者が通常思いつくと考えられ、
また本開示が含まれる、本明細書に示される本発明の特徴のあらゆる代替形態およびさら
なる変更形態、ならびに本明細書に示される本開示の原理のあらゆる補足的な応用は、特
許請求の範囲に記載される本開示の範囲内にあると考えられるものとする。
【００２０】
　使い捨て画像装置を提供して回収するための装置、システム、方法、および処理を開示
および説明する前に、この開示は、本明細書に開示された特定の実施形態、構成、または
処理ステップに限定されず、このような実施形態、構成、または処理ステップは多少変化
する場合があることが理解されるべきである。本明細書で使用される用語は、特定の実施
形態を説明するためだけに使用され、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲、およびその
同等物がある場合はそれによってのみ限定されるので、限定を意図しないことも理解され
るべきである。
【００２１】
　本開示の主題を説明し主張する際、以下に提示する定義によって以下の用語を使用する
。
　本明細書および添付の特許請求の範囲で使用される際、単数形「ａ」、「ａｎ」、およ
び「ｔｈｅ」は、別途明確に文脈が示さない限り複数の指示対象も包含するものとする点
に留意されたい。
【００２２】
　本明細書で使用されるように、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃ
ｌｕｄｉｎｇ）」、「包含する（ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ）」、「によって特徴付けられる
（ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｚｅｄ　ｂｙ）」という用語、およびそれらの文法的同等物は、
補足的な、復唱されない（ｕｎｒｅｃｉｔｅｄ）要素または方法ステップを含むか、それ
らを排除しない、制約のない用語である。
【００２３】
　本明細書で使用されるように、「で構成される（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｆ）」とい
う語句、およびその文法的同等物は、あらゆる要素、ステップ、または特許請求の範囲で
特定されない成分を排除する。
【００２４】
　本明細書で使用されるように、「主に～で構成される（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｅｓｓ
ｅｎｔｉａｌｌｙ　ｏｆ）」という語句、およびその文法的同等物は、指定された物質ま
たはステップ、および特許請求の範囲に記載される開示の基本的および新規な特徴に実質
的に影響しないものに、特許請求の範囲を制限する。
【００２５】
　本明細書で使用されるように、装置または電子通信に関連して使用される「能動的（ａ
ｃｔｉｖｅ）」という用語は、その動作および／または状態に関する意思決定機能または
論理処理機能を有するハードウェアまたはソフトウェアによって駆動される、任意の装置
または回路を指す。反対に、画像装置または電子通信に関連して使用される「受動的（ｐ
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ａｓｓｉｖｅ）」という用語は、書き込まれる、および読み出されるにすぎないハードウ
ェア装置、またはいかなるメモリあるいは他の電子的または物理的トラッキングコンポー
ネントも有さない、およびその動作および／または状態に関するいかなる意思決定機能ま
たは論理処理機能も含まない装置を指す。
【００２６】
　最初に図１を参照して、本開示の特徴の実施形態を一般的に説明する。図１は、電子的
および物理的にテザーで制御装置１２０に連結されうる遠隔画像装置１１０を使用してデ
ジタル画像を提供するためのシステム１００を示している。制御装置１２０は、手術室、
診療所、または歯科医院などの滅菌環境において、使い捨て機能および安全性を提供する
ために画像装置１１０とデータを交換するように構成されうる。さらに、制御装置１２０
は、増加した機能のためにコンピュータ１３０または外部モニタ１４０に電気的に接続さ
れうる。
【００２７】
　次に図２を参照して、画像システム１００をより詳細に説明する。図２に示されるよう
に、画像装置１１０は、制御装置１２０上の対応する電子コネクタ１２６と電子的および
物理的に接触するように構成される画像装置１１０上の電子コネクタ１１４を通じて制御
装置１２０から接続または切断されうる。画像装置１１０を制御装置１２０から切断する
機能は、使用済みの画像装置１１０を滅菌された新たな画像装置１１０と容易に交換する
機能を提供する。画像装置１１０は、一般的に電子コネクタ１１４から離れて位置するヘ
ッド部１１２を有し、したがって使用する間、ヘッド部１１２のより大きな可動性を可能
にする。
【００２８】
　画像装置１１０の対応する電子コネクタ１１４を受信するために内部に電子コネクタ１
２６を有する制御装置１２０の実施形態も図２に示される。制御装置１２０は、手術の間
に手術者またはユーザに情報を伝達するためのディスプレイ１２８も有することができる
。ディスプレイ１２８は、手術者がコマンドを入力、またはどの情報が表示されるかを変
更できるようにする、対話型の機能も備えることができる。このような機能は、一般に知
られているように、タッチスクリーンシステムによって提供されうる。制御装置は、増加
した機能のために、画像データを他の装置に転送するためのビデオ入力１２２およびビデ
オ出力１２４も有することができる。図１に示されるように、共通の装置はコンピュータ
１３０または外部モニタ１４０でよい。
【００２９】
　次に図３を参照して、無線機能および特徴を有する画像システム３００を説明する。図
３に示されるように、画像装置３１０は、Ｗｉｆｉ、赤外線、ブルートゥースなどの無線
通信を通じて制御装置３２０と通信できる。これに限定されないが、任意の利用可能スペ
クトルからの無線周波数、あらゆる構成の赤外線、超音波、および光を含む、画像装置３
１０と制御装置３２０との間の通信を提供するために、他の形式の無線非テザー連結接続
性（ｎｏｎ－ｔｅｔｈｅｒｅｄ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）も使用されうる。画像装置
３１０は、画像センサ、メモリ、および関連回路を収納するヘッド部３１２を備えること
ができ、以下でより詳細に説明する。外科的応用では、外科医にとって、画質、および手
術部位を適切に見る機能が優先であることが理解されよう。
【００３０】
　カメラヘッドで使用される画像センサは単一のセンサでよい。より小さいサイズのセン
サを製造する能力により、単一のセンサは内視鏡に沿ってどこにでも位置または配置でき
る。たとえばセンサは、本開示の趣旨および範囲から逸脱することなしに、内視鏡に関し
て近くに、または内視鏡の遠位端に位置または配置できる。実施形態では、画像センサは
装置の先端、すなわち内視鏡または他のコンポーネントの遠位端などのチップオンザチッ
プ構成（ｃｈｉｐ－ｏｎ－ｔｈｅ－ｔｉｐ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）で位置しうる
。
【００３１】
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　画像センサは、３次元画像を作成するために協働する組合せまたは複数のセンサでよい
ことが理解されよう。単一の画像センサまたは複数の画像センサの組合せは、高品質画像
を作成するための高解像度センサでよく、画像をたとえば１９２０×１０８０ピクセル、
または１２８０×７２０ピクセルなどの他の何らかの高解像度基準などの高解像度で見る
ことができる。
【００３２】
　画像センサは、固定された内視鏡部材またはフレキシブルな内視鏡部材上に位置しうる
。たとえば、画像センサは関節部材の遠位端に位置する場合があり、センサは手術部位内
のより良い位置のために関節接合または移動できる。このような場合、カメラはフレキシ
ブルなカメラヘッドでよい。画像センサが内視鏡の遠位端のより近くに位置しているので
、可視化が改善されうることが理解されよう。改善された可視化は、センサが内視鏡に関
して遠位に位置する場合にセンサが画像を作成するために利用可能な光の量によるもので
ある。センサの位置は光が集中しているまたは焦点を合わせている場所により近い場合が
あるので、可視化が改善されうる。したがって、様々な実施形態では、画像センサは内視
鏡の遠位端に位置しうる。さらに、画像センサはマルチポートまたはシングルポートの外
科的応用に使用されうる。シングルポート応用では、それを通じてフレキシブルなおよび
固定された器具導管が挿入される、複数のチャネルがあってよい。
【００３３】
　ヘッド部３１２は、制御装置３２０内に収納された、対応する無線トランシーバ３２２
と通信するための無線トランシーバ３１４をさらに備えうる。無線送信を介してヘッド部
３１２を制御装置３２０から分離する機能は、使用済みの画像装置と滅菌された新たな画
像装置との容易な交換を提供できる。言い換えれば、無線通信は、上述の無線技術のいず
れかを使用して、前記制御装置上の対応するトランシーバと無線で通信するように構成さ
れた無線通信トランシーバである電子通信回路によって可能になる。無線機能により、使
用中のヘッド部３１２のより大きな可動性も可能になる。無線特徴および機能は、本明細
書に開示した任意の実施形態、またはこの開示の範囲内の実施形態に組み込まれうること
が理解されよう。
【００３４】
　無線機能および特徴を備えた制御装置３２０の実施形態も図３に示されている。トラン
シーバ３２２は、無線データを画像装置３１０に送受信するために、制御装置３２０内で
、またはその一部として提供されうる。制御装置３２０は、手術の間に手術者またはユー
ザに情報を伝達するためのディスプレイ３２８も有することができる。ディスプレイ３２
８は、手術者がコマンドを入力、またはどの情報が表示されるかを変更できるようにする
、対話型の機能も備えることができる。このような機能は、一般に知られているように、
タッチスクリーンシステムによって提供されうる。制御装置３２０は、増加した機能のた
めに、画像データを他の装置に転送するためのビデオ入力３２１およびビデオ出力３２４
も有することができる。図１に示されるように、共通の装置はコンピュータ１３０または
外部モニタ１４０でよい。有線および無線の両方の通信機能を備える画像システムを含む
ことは、この開示の範囲内である。
【００３５】
　補完装置に接続しているものとして示される、画像装置から切断された制御装置４２０
の実施形態が図４に示されている。画像装置へ、またはそこからデータを転送するために
、そこにコネクタ４２６が提供されうる。画像装置を分離する機能は、使用済みの画像装
置と滅菌された新たな画像装置との容易な交換を提供できる。制御装置４２０は、手術の
間に手術者に情報を伝達するためのディスプレイ４２８も有することができる。ディスプ
レイ４２８は、手術者がコマンドを入力できるようにする、またはどの情報が表示される
かを変更できるようにする、対話型の機能も備えることができる。このような機能は、一
般に知られているようにタッチスクリーンシステムによって提供されうる。制御装置は、
増加した機能のために、画像データを他の装置に転送するためのビデオ入力４２１および
ビデオ出力４２４も有することができる。共通の装置はコンピュータ４３０でも外部モニ
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タ４４０でもよく、それによってシステム４００の技術的な機能性を増加させることがで
きる。コンピュータ４３０は、画像システムからのデジタル出力を格納するために使用さ
れてもよく、システム内のさらなる調整を向上させ、提供するために使用されてもよい。
外部モニタ４４０は、システムを使用する際に手術者を助けるためにリアルタイムのデジ
タル画像を表示するために使用されてもよく、記録されたデジタル画像を後で見直して学
習するために使用されてもよい。
【００３６】
　次に図５を参照して、制御装置４２０の一部でよい制御装置ディスプレイ４２８のある
実施形態をより詳細に説明する。ディスプレイ４２８は液晶設計（ＬＣＤ）のデジタルデ
ィスプレイでもよく、ディスプレイはＬＣＤ以外の他の何らかの技術でもよく、タッチス
クリーン機能、および手術者またはユーザがシステム４００にコマンドを入力できる機能
を有することができる。本明細書で説明する実施形態は、入力部分４２８ａおよび４２８
ｂを有することができ、それによって手術者またはユーザはシステム４００にコマンドを
入力できる。この実施形態は、ユーザにシステム４００のコンポーネントの動作状況を伝
える、状況部分４２８ｃをさらに備えることができる。たとえば、ディスプレイ部分４２
８ｃは、画像装置４１０がすでに使用済みであるか、手術に適していないと考えられる場
合、付属の画像装置４１０の状況に関連するエラーメッセージを表示できる。ディスプレ
イ４２８は、命令および追加情報を手術者またはユーザに提供する専用メッセージ部分４
２８ｄも有することができる。ディスプレイ４２８の構成は、さらなる機能に対応するよ
う使用中に変更できる。複数のディスプレイ４２８は本開示によって考えられ、またその
範囲内であり、この実施形態の代わりとして、またはこの実施形態とともに使用されうる
。ある実施形態は、制御装置内に制御目的のキーパッドまたはボタンパッドを備えうる。
【００３７】
　制御装置４２０の格納できるディスプレイ４２８の実施形態が、図６および６Ａに示さ
れている。ディスプレイ４２８は、使用されていないときにディスプレイ４２８を保護す
るために使用されうる、第１のまたは格納された位置を制御装置４２０内（図６に最もよ
く示されている）に有することができる。図６Ａのディスプレイ４２８は、延長され外側
に回転するにつれて、よりユーザにとって読みやすい位置にディスプレイを配置できる方
法を示している。図６および６Ａに示されるように、ディスプレイは通路を滑らかに出入
りでき、ディスプレイ４２８を広範囲の位置に方向付けるために軸の周りを回転できる。
【００３８】
　画像装置ヘッド７１２の実施形態の断面図が図７に示されている。画像装置ヘッド７１
２は、プラスチックまたは金属などの適切な堅い物質でできているハウジング７１０を備
えうる。ハウジング７１０は、内部回路を保護して、滅菌および交換のための適切な表面
を提供するために、液体およびガスに対して密封されうる。画像装置ヘッド７１２は、画
像装置ヘッド７１２を操作するためのボタン７２１および７２２を有するユーザ入力パネ
ル７２０をさらに備えうる。さらに、所与の手術または所与の手術者のためにボタンが提
供され、ボタンの機能がカスタマイズされうる。コントロールパネル７２０は、電気コネ
クタ７２６によって、画像装置ヘッド７１２の他の回路に内部的に接続されうる。
【００３９】
　図７にさらに示されるように、画像装置ヘッド７１２は、２．５４ｃｍ（１インチ）の
ねじ込み式アクセサリなどのねじ込み式アクセサリを受けるためのＣ－ｍｏｕｎｔシステ
ムなどの、光学マウントシステム７５０を備えうる。ウインドウ７５５も、光学アクセサ
リから画像センサ７７５への光の送信を容易にするための実施形態に組み込まれうる。画
像センサ７７５は、支持プリント回路基板または支持回路基板７７０に搭載されうる。電
子コネクタ７７８は、画像センサ７７５を主要回路または主要プリント回路基板７６０に
電子的に接続するために組み込まれうる。主要な配線ハーネス７８２を有線テザー７８０
に組み込むことができ、それによって画像装置ヘッド７１２のコンポーネントを制御装置
に電気的に接続する。
【００４０】
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　画像装置ヘッド７１２は、メモリ７８８、または画像装置ヘッド７１２にデータを格納
することを可能にするメモリ回路をさらに備えうる。メモリは、情報（データ）を記録（
格納）できる任意のデータストレージデバイスでよいことが理解されよう。メモリ７８８
に格納できる、または書き込むことができるデータは、画像装置を一意に識別する識別シ
リアルナンバーを含みうる。メモリ７８８に格納できる、または書き込むことができる他
のデータは、画像装置が使用された時間量、すなわち動作時間、または画像装置に電源が
入っていた時間量などのデータを含みうる。メモリ７８８に書き込むことができるデータ
は、画像装置の動作状態を表す滅菌データまたは交換データを含みうる。メモリ７８８に
格納できる、または書き込むことができるデータは、製造日、最後に確認または品質管理
検査を行った日付、製造場所（すなわち名称、都市、州、番地などを含みうる）、画像装
置ヘッドが装着された最終制御装置、画像装置ヘッド診断情報、手術特有の画像装置ヘッ
ドについての設定、または、外科医などの手術者またはユーザにとって好ましい設定など
のデータを含みうる。画像装置の上記の特徴を表すデータ、または他の特徴は画像装置内
のメモリに記録されうる。
【００４１】
　メモリ７８８は、改ざんあるいは意図しない使用および予測可能な誤用を回避するため
に暗号で保護されうる。メモリ７８８は、本開示の範囲から逸脱することなしに画像装置
内のどこにでも配置でき、画像装置ヘッドだけではない点に留意されたい。メモリ７８８
は、データ耐久性の程度を変えることを可能にする、永久的または半永久的な部分を備え
うる。
【００４２】
　画像装置ヘッド８１２の実施形態の断面図が図８に示されている。画像装置ヘッド８１
２は、プラスチックまたは金属などの適切な堅い物質でできているハウジング８１０を備
えうる。ハウジング８１０は、内部回路を保護して、滅菌および交換のための適切な表面
を提供するために、液体およびガスに対して密封されうる。画像装置ヘッド８１２は、ボ
タン８２０および８２１を有するユーザ入力パネル８２０をさらに備えうる。さらに、所
与の手術または所与の手術者のためにボタンが提供され、ボタンの機能がカスタマイズさ
れうる。コントロールパネル８２０は、電気コネクタ８２６によって、画像装置ヘッド８
１２の他の回路に内部的に接続されうる。
【００４３】
　図８の実施形態にさらに示されるように、画像装置ヘッド８１２は、２．５４ｃｍ（１
インチ）のねじ込み式アクセサリなどのねじ込み式アクセサリを受けるためのＣ－ｍｏｕ
ｎｔシステムなどの、光学マウントシステム８５０を備えうる。ウインドウ８５５も、光
学アクセサリから画像センサ８７５への光の送信を容易にするための実施形態に組み込ま
れうる。画像センサ８７５は、支持プリント回路基板または支持回路基板８７０に搭載さ
れうる。電子コネクタ８７８は、画像センサ８７５を主要回路または主要プリント回路基
板８６０に電子的に接続するために組み込まれうる。画像センサ８７５および他の回路か
らの熱放散を提供するために、ヒートシンク８６１が提供されうる。ヒートシンク８６１
は画像センサ８７５に物理的に接続でき、熱エネルギーが画像装置ヘッド８１２の外側部
分に伝わる、または転送されるように、ハウジング８１０にも接続できる。ヒートシンク
８６１は、カメラヘッドが確実に心臓フローティング（Ｃａｒｄｉａｃ　Ｆｌｏａｔｉｎ
ｇ、ＣＦ）および身体フローティング（ｂｏｄｙ　ｆｌｏａｔｉｎｇ、ＢＦ）ＩＳＯ基準
を満たすために、外部にさらされたニュートラルセンサヒートシンクでよい。ヒートシン
ク８６１の実施形態は、アルミニウムで製造されて、さらなる伝熱面領域のためのフィン
を有してよい。主要な配線ハーネス８８２を有線テザー８８０に組み込むことができ、そ
れによって画像装置ヘッド８１２のコンポーネントを制御装置に電気的に接続する。
【００４４】
　画像装置ヘッド８１２は、メモリ８８８、または画像装置ヘッド８１２にデータを格納
することを可能にするメモリ回路をさらに備えうる。メモリ８８８に格納できる、または
書き込むことができるデータは、画像装置を一意に識別する識別シリアルナンバーを含み
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うる。メモリ８８８に格納できる、または書き込むことができる他のデータは、画像装置
が使用された時間量、すなわち動作時間、または画像装置に電源が入っていた時間量など
のデータを含みうる。メモリ８８８に書き込むことができるデータは、画像装置の動作状
態を表す滅菌データまたは交換データを含みうる。メモリ８８８に格納できる、または書
き込むことができるデータは、製造日、最後に確認または品質管理検査を行った日付、製
造場所（すなわち名称、都市、州、番地などを含みうる）、画像装置ヘッドが装着された
最終制御装置、画像装置ヘッド診断情報、手術特有の画像装置ヘッドについての設定、ま
たは、外科医などの手術者またはユーザにとって好ましい設定などのデータを含みうる。
画像装置の上記の特徴を表すデータ、または他の特徴は画像装置内のメモリに記録されう
る。
【００４５】
　メモリ８８８は、改ざんあるいは意図しない使用および予測可能な誤用を回避するため
に暗号で保護されうる。メモリは、本開示の範囲から逸脱することなしに画像装置内のど
こにでも配置でき、画像装置ヘッドだけではない点に留意されたい。メモリ８８８は、デ
ータ耐久性の程度を変えることを可能にする、永久的または半永久的な部分を備えうる。
【００４６】
　画像装置ヘッド９１２の実施形態の断面図が図９に示されている。画像装置ヘッド９１
２は、プラスチックまたは金属などの適切な堅い物質でできているハウジング９１０を備
えうる。ハウジング９１０は、内部回路を保護して、滅菌および交換のための適切な表面
を提供するために、液体およびガスに対して密封されうる。画像装置ヘッド９１２は、ボ
タン９２０および９２１を有するユーザ入力パネル９２０をさらに備えうる。さらに、所
与の手術または所与の手術者のためにボタンが提供され、ボタンの機能がカスタマイズさ
れうる。コントロールパネル９２０は、電気コネクタ９２６によって、画像装置ヘッド９
１２の他の回路に内部的に接続されうる。
【００４７】
　図９の実施形態にさらに示されるように、画像装置ヘッド９１２は、２．５４ｃｍ（１
インチ）のねじ込み式アクセサリなどのねじ込み式アクセサリを受けるためのＣ－ｍｏｕ
ｎｔシステムなどの、光学マウントシステム９５０を備えうる。ウインドウ９５５も、光
学アクセサリから画像センサ９７５への光の送信を容易にするための実施形態に組み込ま
れうる。画像センサ９７５は、支持プリント回路基板または支持回路基板９７０に搭載さ
れうる。電子コネクタ９７８は、画像センサ９７５を主要回路または主要プリント回路基
板９６０に電子的に接続するために組み込まれうる。図８において提供されるヒートシン
ク同様、画像センサ９７５および他の回路からの熱放散を提供するために、ヒートシンク
が提供されうる。ヒートシンクは画像センサ９７５に物理的に接続でき、熱エネルギーが
画像装置ヘッド９１２の外側部分に伝わる、または転送されるように、ハウジング９１０
にも接続できる。主要な配線ハーネス９８２を有線テザー９８０に組み込むことができ、
それによって画像装置ヘッド９１２のコンポーネントを制御装置に電気的に接続する。
【００４８】
　画像装置ヘッド９１２は、メモリ９８８、または画像装置ヘッド９１２にデータを格納
することを可能にするメモリ回路をさらに備えうる。メモリ９８８に格納できる、または
書き込むことができるデータは、画像装置を一意に識別する識別シリアルナンバーを含み
うる。メモリ９８８に格納できる、または書き込むことができる他のデータは、画像装置
が使用された時間量、すなわち動作時間、または画像装置に電源が入っていた時間量など
のデータを含みうる。メモリ９８８に格納できる、または書き込むことができるデータは
、製造日、最後に確認または品質管理検査を行った日付、製造場所（すなわち名称、都市
、州、番地などを含みうる）、画像装置ヘッドが装着された最終制御装置、画像装置ヘッ
ド診断情報、手術特有の画像装置ヘッドについての設定、または、外科医などの手術者ま
たはユーザにとって好ましい設定などのデータを含みうる。画像装置の上記の特徴を表す
データ、または他の特徴は画像装置内のメモリに記録されうる。
【００４９】
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　メモリ９８８は、改ざんあるいは意図しない使用および予測可能な誤用を回避するため
に暗号で保護されうる。メモリは、本開示の範囲から逸脱することなしに画像装置内のど
こにでも配置でき、画像装置ヘッドだけではない点に留意されたい。メモリ９８８は、デ
ータ耐久性の程度を変えることを可能にする、永久的または半永久的な部分を備えうる。
【００５０】
　画像装置ヘッド９１２は、対応するシールおよびソケットを有するボールジョイント９
９０を備えることができ、それによって、手術者またはユーザによって画像装置を接合す
る（ａｒｔｉｃｕｌａｔｉｏｎ）間にハウジング９１０とテザー９８０との間に増加した
可動性を提供する。
【００５１】
　主に図１０を参照して、画像装置ボールジョイント９９０の実施形態をさらに詳細に説
明する。図１０は、配線テザー９８０に対して画像装置ヘッド９１２を動かす際に手術者
により大きな接合自由度を提供する、ボールジョイント９９０の断面図を示している。ボ
ールジョイント９９０は、実質的なボール状の回転可能部、すなわちボール９９１を備え
うる。ボール９９１がソケット９９２内に保持されつつ実質的に自由に回転できるように
、ボール９９１を、対応するソケット９９２と通信して機械的に動作するように構成する
ことができる。シールリング９９３を含めることによって、シールがボールジョイント９
９０内に提供されうる。シールリング９９３は、ボールジョイント９９０内に機械的抵抗
も提供できる。ボール９９１は、配線９９５がボールジョイント９９０を通れるようにす
る穴９９４をさらに含みうる。
【００５２】
　図１１を参照して、無線送信機能を備える画像装置１１００の実施形態を説明する。画
像装置ヘッド１１１２の実施形態の断面図が図１１に示されている。画像装置ヘッド１１
１２は、プラスチックまたは金属などの適切な堅い物質でできているハウジング１１１０
を備えうる。ハウジング１１１０は、内部回路を保護して、滅菌および交換のための適切
な表面を提供するために、液体およびガスに対して密封されうる。画像装置ヘッド１１１
２は、ボタン１１２１および１１２２を有するユーザ入力パネル１１２０をさらに備えう
る。さらに、所与の手術または所与の手術者のためにボタンが提供され、ボタンの機能が
カスタマイズされうる。コントロールパネル１１２０は、電気コネクタ１１２６によって
、画像装置ヘッド１１１２の他の回路に内部的に接続されうる。画像装置ヘッド１１１２
は、Ｗｉｆｉ、赤外線、ブルートゥースなどの無線送信を通じて制御装置と通信できる。
これに限定されないが、任意の利用可能スペクトルからの無線周波数、あらゆる構成の赤
外線、超音波、および光を含む、画像装置ヘッド１１１２と制御装置との間の通信を提供
するために、他の形式の無線非テザー連結接続性も使用されうる。
【００５３】
　図１１の実施形態にさらに示されるように、画像装置ヘッド１１１２は、２．５４ｃｍ
（１インチ）のねじ込み式アクセサリなどのねじ込み式アクセサリを受けるためのＣ－ｍ
ｏｕｎｔシステムなどの、光学マウントシステム１１５０を備えうる。ウインドウ１１５
５も、光学アクセサリから画像センサ１１７５への光の送信を容易にするための実施形態
に組み込まれうる。画像センサ１１７５は、支持プリント回路基板または支持回路基板１
１７０に搭載されうる。電子コネクタ１１７８は、画像センサ１１７５を主要回路または
主要プリント回路基板１１６０に電子的に接続するために組み込まれうる。図３に示され
るように、無線で構成された制御装置からデータを送受信するために、画像装置ヘッド１
１１２の回路は無線トランシーバ１１１１に電気的に接続されうる。
【００５４】
　画像装置ヘッド１１１２は、メモリ１１８８、または画像装置ヘッド１１１２にデータ
を格納することを可能にするメモリ回路をさらに備えうる。メモリ１１８８に格納できる
、または書き込むことができるデータは、画像装置を一意に識別する識別シリアルナンバ
ーを含みうる。メモリ１１８８に格納できる、または書き込むことができる他のデータは
、画像装置が使用された時間量、すなわち動作時間、または画像装置に電源が入っていた
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時間量などのデータを含みうる。メモリ１１８８に格納できる、または書き込むことがで
きるデータは、製造日、最後に確認または品質管理検査を行った日付、製造場所（すなわ
ち名称、都市、州、番地などを含みうる）、画像装置ヘッドが装着された最終制御装置、
画像装置ヘッド診断情報、手術特有の画像装置ヘッドについての設定、または、外科医な
どの手術者またはユーザにとって好ましい設定などのデータを含みうる。画像装置の上記
の特徴を表すデータ、または他の特徴は画像装置内のメモリに記録されうる。
【００５５】
　メモリ１１８８は、改ざんあるいは意図しない使用および予測可能な誤用を回避するた
めに暗号で保護されうる。メモリは、本開示の範囲から逸脱することなしに画像装置内の
どこにでも配置でき、画像装置ヘッドだけではない点に留意されたい。メモリ１１８８は
、データ耐久性の程度を変えることを可能にする、永久的または半永久的な部分を備えう
る。
【００５６】
　図９および１０に示されているボールジョイントは、本開示の趣旨または範囲から逸脱
することなしに本開示のあらゆる実施形態によって使用されうることが理解されよう。し
たがって、たとえば、ボールジョイント９９０は画像装置ヘッド７１２、８１２、９１２
、または１１１２で使用されうる。同様に、ヒートシンク８６１（図８に示される）は、
本開示の範囲から逸脱することなしに本開示のあらゆる実施形態によって使用されうるこ
とが理解されよう。
【００５７】
　次に、図１２を参照して、滅菌された環境において画像を取得するためのシステムの実
施形態を説明する。システムは、メモリ１２０２、画像センサ１２０４、およびプロセッ
サを含む支持回路１２０６を備えた画像装置１２０１を備えうる。画像装置１２０１は能
動的な装置でよく、プロセッサ、マイクロプロセッサまたはマイクロコントローラ、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、能動回路、またはコンプレックスプロ
グラマブルロジックデバイス（ＣＰＬＤ）を備えうる。システムは、プロセッサ１２２１
、時間回路またはリアルタイムクロック１２２２、計数またはインクリメント回路１２２
４、および制御装置メモリ１２２６を備えた制御装置１２２０をさらに備えうる。コンポ
ーネントは一般的にハウジング内に提供されることになるが、ここでは簡略化および説明
のためにブロック図の形式で示されている。上述の回路のいずれも、制御装置または画像
装置のどちらかから操作できると考えられる。
【００５８】
　図１３からわかるように、画像装置１２０１のメモリ１２０２は、以下のデータストレ
ージの配列を備えうる。
ａ．カメラヘッド動作の時間、
ｂ．カメラが使用された回数、
ｃ．一意の識別、すなわちシリアル番号、ＩＤなど、
ｄ．製造日、
ｅ．最後に確認／品質検査を行った日付、
ｆ．製造場所、すなわち（住所、州、都市など）、
ｇ．カメラヘッドが接続された最終コンソール、
ｈ．カメラコンソール診断情報、
ｉ．手術特有のカメラヘッド設定（すなわち、ビデオ設定、ボタン設定など）、
ｊ．最終滅菌日（製品の安全性を保証するために使用される）、
ｋ．外科医またはユーザ設定
画像装置を強化する追加データをメモリ１２０２内に格納でき、それも本開示の範囲内と
見なされる。
【００５９】
　図１４を参照して、本明細書に開示した実施形態と一致する画像システムを使用する方
法を説明する。１４１０で、使用する際にメモリ１２０２を備えうる滅菌された使い捨て
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画像装置１２０１が提供される。１４２０で、ユーザは使い捨て画像装置１２０１を補完
制御装置１２２０に電子的および物理的に接続できる。１４３０で、制御装置１２２０は
、読出しメモリ１２０２の処理を開始して、画像装置１２０１のシリアル番号を登録でき
る。１４４０で、システムは値をメモリ１２０２に記録して、画像装置１２０１が使用さ
れたことを示す。１４５０で、システムは、画像装置１２０１が制御装置１２２０に接続
された日時をメモリ１２０２に記録する。１４６０で、１４５０で記録されたベースライ
ン時間から時間を計る処理が制御装置によって開始され、画像装置１２０１が使用される
時間をトラックまたは記録して、１４７０でその時間がメモリ１２０２に記録される。１
４８０で、使用後に画像装置１２０１は制御装置１２２０から切断され、次いで交換また
は回収するために廃棄される。
【００６０】
　次に、図１５および１５Ａを参照して、使い捨て画像装置１２０１を交換および回収す
る方法を説明する。１５１０で、画像装置１２０１は試験制御装置またはマスタ制御装置
に接続されうる。１５１５で、画像システムのコンポーネントは本開示の教示および原理
によって認証されうる（以下の図３０に関する説明を参照）。１５２０で、試験制御装置
またはマスタ制御装置は、特定の画像装置１２０１を交換するために、メモリ１２０２に
格納されたデータを、格納されたように試験制御装置またはマスタ制御装置上のストレー
ジに記録する。１５２５で、値がメモリ１２０２内に置かれ、画像装置は交換されて使用
する準備ができているので、使用するために他の制御装置に接続されると動作することを
示す。次いで、１５３０で、交換の位置および日付がメモリ１２０２に記録される。１５
４０で、画像装置１２０１は滅菌されて（１５５０で）、保護滅菌パッケージ内に置かれ
る。
【００６１】
　図１６を参照して、実施形態の安全設定を示す、使用する方法の代替実施形態を説明す
る。１６１０で、画像装置のメモリは、フィールド、すなわち手術室内で組み立てられた
後、および品質管理検査が行われた後、マスタ制御装置またはマスタコンソールに接続さ
れると製造時刻を刻印されうる。１６２０で、一般的滅菌サイクルが持続する時間フレー
ムに近い時間フレームなどの、あらかじめ定められた分数の間、画像装置の電源が切られ
たかどうかを判断するために検査が行われうる。１６３０で、あらかじめ定められた時間
量だけ画像装置の電源が切られた場合、制御装置は、画像装置は既に使用されたことをユ
ーザに伝えるオンスクリーンメッセージを表示して、さらなる動作ができないようにする
ので、ビデオフィードを通じて画像が生成されない。この特徴により、画像装置、すなわ
ちカメラは、滅菌サイクルごとに確実に複数回使用されないようになる。また、この特徴
により患者および医師も無効または危険な使用、および予測可能な誤用から保護される。
【００６２】
　図１７を参照して、使用する方法の実施形態を説明する。使用する間、画像装置は制御
装置に接続されうる。接続すると、画像装置と制御装置との間に電子通信接続が形成され
る。１７０２で、画像装置は、制御装置によって供給される電源によって電源を入れられ
る。１７０４で、制御装置内のプロセッサは、画像装置内のメモリに格納されうる画像装
置識別に関するデータを読み取れるようにする。１７０６で、制御装置内のプロセッサは
、画像装置の製造日に関するデータを画像装置内のメモリから読み取れるようにする。次
いで、制御装置内のプロセッサは、そのデータとあらかじめ定められたデータ値範囲とを
比較できる。１７０７で、読み取られたデータがあらかじめ定められたデータ値範囲外の
場合はエラーメッセージを表示でき、画像装置は動作を止められる。１７０８で、制御装
置内のプロセッサは、画像装置の回収に関するデータを画像装置内のメモリから読み取れ
るようにする。画像装置の回収に関するデータは、画像装置が以前使用されたかどうかを
表すデータを含みうる。次いで、プロセッサは、そのデータとあらかじめ定められたデー
タ値範囲とを比較できる。１７０９で、読み取られたデータがあらかじめ定められたデー
タ値範囲外の場合はエラーメッセージを表示でき、画像装置は動作を止められる。１７１
０で、制御装置内のプロセッサは、画像装置の回収日に関するデータを画像装置内のメモ
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リから読み取れるようにする。次いで、プロセッサは、そのデータとあらかじめ定められ
たデータ値範囲とを比較できる。１７１１で、読み取られたデータがあらかじめ定められ
たデータ値範囲外の場合はエラーメッセージを表示でき、画像装置は動作を止められる。
１７１２で、制御装置内のプロセッサは、あらかじめ定められた期間画像装置が電源を切
られて、その後再び電源を入れられたかどうかに留意するために、現在の手術の利用情報
を監視できるようにすることができる。この状況が発生すると、画像装置が改ざんされた
か、画像装置を滅菌してそれを再び使用する試みが行われた可能性がある。あらかじめ定
められた期間は、一般的な滅菌処理に通常かかる時間量に対応しうる。次いで、プロセッ
サはそのデータとあらかじめ定められたデータ値範囲とを比較する。１７０１３で、読み
取られたデータがあらかじめ定められたデータ値範囲外の場合はエラーメッセージを表示
でき、画像装置は動作を止められる。１７１４で、制御装置内のプロセッサは値を画像装
置内のメモリ内に置いて、画像装置が使用されたことを示すことができる。１７１６で、
制御装置内のプロセッサは、使用日時を画像装置内のメモリに記録できる。たとえば、使
用期間、手術設定、およびユーザ設定などの追加情報、ならびにメモリへの記録に適した
他の何らかのデータが画像装置のメモリに記録されうる。１７１８で、画像装置を制御装
置から切断でき、それによって電源を切ることができる。
【００６３】
　次に、図１８を参照して、使用後に画像装置を回収する方法を説明する。使い捨て画像
装置は複数回の使用に対する耐久性を備えうるが、滅菌要件が、画像装置を回収して、そ
れによって滅菌状態に戻す処理なしには画像装置が複数回使用されないようにする場合が
ある点に留意されたい。画像装置を回収する方法は、１８０２で画像装置の電源を入れる
処理を備えることができ、その際に画像装置は制御装置に電気的に接続される。１８０４
で、制御装置内のプロセッサは、画像装置の識別情報を表すデータを制御装置内のストレ
ージに格納できる。制御装置は、画像装置を回収するために構成されたマスタ制御装置で
よい。マスタ制御装置は複数の画像装置をトラックして、それによって装置の使用および
状況などの関連情報の一覧を維持できる。１８０６で、制御装置内のプロセッサは、製造
日を表すデータを読み取って、あらかじめ定められた値または値の範囲と比較できるよう
にする。読み取られたデータがあらかじめ定められた値の範囲外の場合、１８０７でエラ
ー報告が発行される。１８０８で、制御装置内のプロセッサは、画像装置のメモリに書き
込まれた使用データを表すデータが読み取られて、制御装置内のストレージに記録される
ようにする。１８１０で、プロセッサは、回収の日時を表すデータが画像装置内のメモリ
に記録されるようにする。１８１２で、制御装置内のプロセッサは、画像装置の使用回数
を表すデータが読み取られて、制御装置内のストレージに記録されるようにする。プロセ
ッサは、読み取られたデータとあらかじめ定められた値または値の範囲とを比較して、画
像装置が連続使用に適しているかどうかを判断できる。あらかじめ定められた値を超える
場合、エラーメッセージを表示でき（１８１３で）画像装置を廃棄できる。１８１４で、
制御装置内のプロセッサは、装置が機能していることを保証するために、画像装置内の全
ての回路の試験または品質管理検査を開始できる。１８１５で、画像装置は品質管理検査
に不合格であったと判断されて、エラーメッセージが表示される場合がある。１８１６で
、画像装置は使用のためにリセットされうる。リセット処理は、画像装置が回収および滅
菌されたことを示すデータを画像装置のメモリに書き込むステップを備えうる。１８１６
で、装置は制御装置から切断されて、物理的に滅菌および再パッケージされうる。
【００６４】
　主に図１９を参照して、滅菌された環境でメモリを内蔵する画像装置を使用できるよう
にするための実施形態を説明する。１９０２で、制御装置に接続することで画像装置の電
源が入れることができる。制御装置は、製造処理のために構成されたマスタ制御装置でよ
い。１９０４で、制御装置内のプロセッサは、画像装置の識別シリアル番号を表すデータ
を画像装置のメモリに書き込むことができる。１９０６で、制御装置内のプロセッサは、
製造場所を表すデータを画像装置内のメモリに記録できる。１９０８で、プロセッサは製
造日を表すデータを画像装置のメモリに記録できる。１９１０で、制御装置内のプロセッ
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サは、装置が機能していることを保証するために、画像装置内の全ての回路の試験または
品質管理検査を開始できる。１９１２で、画像装置は制御装置からプラグを抜かれ、パッ
ケージのために滅菌される。
【００６５】
　次に、図２０に示された実施形態を参照して、画像装置が使用を許可されていることを
確認するために、制御装置によって画像装置を使用するためのセキュリティコード、また
は他の何らかの識別および確認手段を有するシステムを説明する。確認セキュリティコー
ドまたは確認の手順は、インターネットを介して中央データベースから、あるいはメモリ
を含むＵＳＢ装置、他のコンピュータ、または他のストレージデバイスなどのポータブル
ストレージデバイスから直接転送することによって、制御装置に分散されうる。
【００６６】
　図２０を参照して、医療画像システム内にアップデートを提供するための方法の実施形
態を説明する。２００２で、制御装置はセキュリティアップデートを受信するために電源
を入れられる。２００４で、制御装置に接続されるべき画像装置に対応する確認コードを
備えるセキュリティアップデートデータが提供されうる。このような確認コードにより、
システムは、メーカーまたは販売店によって不使用と選択された選択された画像装置をシ
ステムのユーザが使用しないようにすることを保証できるようになる。不使用の選択基準
は、安全性の考慮、リコールの考慮、偽造防止対策、ならびに売買契約の考慮を含みうる
。２００６で、画像装置によって提供されるセキュリティコードと後で比較するためのデ
ータを提供するために、データは制御装置のストレージまたはメモリに転送されうる。こ
れに限定されないが、ネットワークを介する送信、ディスクやメモリドライブなどのポー
タブルなストレージメディアからオンサイト送信を介する転送、または短距離無線送信を
含む、データを転送するための全ての手段を含むことは、この開示の範囲内である。２０
０８で、システムの電源を切ることができる。
【００６７】
　主に図２１を参照して、データをアップデートする特徴を有する画像システムの実施形
態を説明する。画像システム２１００は、制御装置２１０２およびデータサーバ２１０４
を備えうる。制御装置２１０６はインターネット２１０６などのネットワークを介してデ
ータサーバ２１０４と電子的に通信できる。制御装置１２０２は、インターネット２１０
６を介してデータサーバ２１０４からアップデートデータを受信できる。制御装置２１０
２は、いくつか例を挙げると、メモリスティック、サムドライブ、ジャンプドライブ、ハ
ードドライブ、光ディスクなどのメモリ転送装置２１０８から直接アップデートデータを
受信することもできる。制御装置２１０２は、他のコンピュータ、またはオンサイトで制
御装置２１０２に提示されるＰＤＡまたはラップトップなどのポータブル装置２１１０か
らアップデートデータを受信することもできる。データ転送は、物理的接続で、またはデ
ータの無線転送によって行われうる。
【００６８】
　図２２は、手術用カメラヘッドまたは画像装置を製造および再処理するためのシステム
および方法の実施形態を示している。再処理は、本明細書で個別に、または集合的に画像
装置またはカメラヘッドと呼ばれうる、使用済み手術用カメラヘッド、および前記手術用
カメラヘッドのあらゆる関連アクセサリまたはコンポーネントの回収またはリサイクルを
表すことができる。２２０２で、カメラヘッドのコンポーネントが、メモリを備えた作業
ユニットへと組み立てられる。２２０４で、組み立てられたカメラヘッドがあらかじめ定
められた最低基準に確実に合格するように、組み立てられたカメラヘッドが適切な動作お
よび品質のために検査される。２２０６で、カメラヘッドが製品制御装置（ｐｒｏｄｕｃ
ｔｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｕｎｉｔ）または製品装置（ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ｆｉｘ
ｔｕｒｅ）に挿入されうる。製品制御装置は、カメラヘッド内のメモリの状態を検査して
、メモリがあらかじめ定められた動作状態にフォーマットされているかどうか判断できる
。製品制御装置が、メモリ内のデータおよび制御値はカメラが使用されたことを示してい
ると判断すると、２２０８で、それが機能できるようにする値がメモリに書き込まれる。
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メモリ内のデータおよび制御値が、カメラは動作可能であること、または使用されていな
いことを示していると製品制御装置が判断すると、２２１０で、それが機能できるように
する値がカメラヘッドのメモリ内に書き込まれる間、メモリ内のデータはデータベースに
記録および格納される。
【００６９】
　２２１２で、カメラヘッドはビデオ品質および他の動作基準について試験されうる。ビ
デオ品質および他の動作基準の検査および試験は、知られている許容可能な画像標準に対
するビデオ／画像品質の目視検査を含みうる。この手順は自動の場合があるので、画像が
あるあらかじめ定められた品質基準を満たさない場合は、オンスクリーン検査は「使用ま
たは不使用」あるいは「決行または中止」のオンスクリーン回答または信号を返すことが
理解されよう。
【００７０】
　２２１４で、トレイ、ポーチ、バッグなどのコンテナにカメラがパッケージされ、カメ
ラはコンテナ内のコンポーネントとともに滅菌されうる。このようなコンテナは、コンテ
ナ内にある間にカメラヘッドを消毒する機能を提供できる。次いで、２２１６で記述した
ように、このコンポーネントのパッケージまたはコンテナは消毒または滅菌されうる。あ
る実施形態では、トレイ、ポート、バッグなどコンテナに含まれるコンポーネントは、バ
イオハザードバッグまたは衛生バッグも含みうることが理解されよう。バイオハザードバ
ックは、画像装置および関連コンポーネントが使用されたか、あるいは汚染された後に、
使用済みまたは汚染された画像装置を、あらゆるコンポーネントとともに、殺菌およびさ
らなる再処理処置を行うため再処理センターまたはエージェントに返すために使用されう
る。
【００７１】
　次いで、２２１６で、パッケージされたカメラヘッドは消毒または滅菌されうる。手術
用ツールおよび機器から、菌類、細菌、ウイルス、細菌胞子などの伝染性物質を消毒、滅
菌、または排除する（殺す）ための多くの方法があることが理解されよう。このような方
法は、本開示の範囲内である。滅菌は、以下の熱、化学物質、放射線照射、および高圧シ
ステムのうちの１つまたは複数を使用して実現されうる。消毒または滅菌方法の例には、
エチレンオキシド、ガンマ放射線、化学物質、およびオートクレーブシステムがある。
【００７２】
　２２１８で、画像装置、すなわちカメラヘッドおよびあらゆる付属コンポーネントがさ
らにパッケージされてエンドユーザに出荷されうる。次いで２２２０で、カメラヘッドを
外科手術に使用でき、手術の間、カメラ制御装置はカメラヘッド内のメモリに使用値また
は使用ビットを設定できる場所を書き込む。２２２２で、使用または汚染後にカメラヘッ
ドをバイオハザード出荷に適した返却出荷コンテナに入れて、２２２４で、処理施設また
はメーカーに出荷できる。２２２６で、処理施設またはメーカーは使用済みまたは汚染さ
れたカメラヘッドを受け取ることができ、２２２８で、カメラヘッドはさらなる処理のた
めに開封されて殺菌されうる。殺菌処理は作業者の安全のためであり、使用済みまたは汚
染されたカメラヘッドの取扱い者は、手袋およびガウンなどの保護服を着用することが理
解されよう。殺菌処理は、使用済みまたは汚染された画像装置またはカメラヘッドが、殺
菌についての低水準または他の適切な政府基準を満たすための化学的処理を含みうる。最
初の殺菌処理のために様々な化学物質を使用でき、アルコール、アルデヒド、および酸化
剤を含むことができる。本開示の範囲から逸脱することなしに使用済みまたは汚染された
カメラヘッドを最初に処理するために、他の殺菌処理を使用できることが理解されよう。
【００７３】
　２２３０で、カメラヘッドは検査されて、コンポーネントを交換する必要があるかどう
か判断されうる。カメラヘッドのいくつかのコンポーネントを交換する必要があると判断
されると、次いで２２３２で、不良コンポーネントが交換される。たとえば、交換されう
るコンポーネントには、ケーブル、画像装置コネクタ、およびボタンがある。しかし、こ
の検査の間、必要に応じて全てのコンポーネントを交換できる点に留意されたい。２２３
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２で不良コンポーネントが交換されると、２２０４で、カメラヘッドは品質および機能を
検査されて、次いで図示したシステムによってさらに処理される。
【００７４】
　手術用カメラヘッドまたは画像装置を製造および再処理するための上述のシステムまた
は方法は、記載したそれぞれのステップ内にカメラヘッド自体または様々な処理に関する
詳細を含むことができ、本明細書に開示した実施形態のいずれかによって利用でき、この
ような詳細はそれぞれの実施形態に組み込まれることが理解されよう。
【００７５】
　図２３は、手術用カメラヘッドまたは画像装置を製造および再処理するためのシステム
の実施形態を示している。再処理は、使用済み手術用カメラヘッド、および前記手術用カ
メラヘッドのあらゆる関連アクセサリまたはコンポーネントの回収またはリサイクルを表
すことができる。２３０２で、カメラヘッドのコンポーネントが、メモリを備えた作業ユ
ニットへと組み立てられる。２３０４で、組み立てられたカメラヘッドが適切な動作およ
び品質のために検査される。２３０６で、カメラヘッドが製品制御装置または製品装置に
挿入されうる。製品制御装置は、カメラヘッド内のメモリの状態を検査して、メモリがあ
らかじめ定められた動作状態にフォーマットされているかどうか判断できる。製品制御装
置が、メモリ内のデータおよび制御値はカメラが使用されたことを示していると判断する
と、２３０８で、それが機能できるようにする値がメモリに書き込まれる。メモリ内のデ
ータおよび制御値が、カメラは動作可能であること、または使用されていないことを示し
ていると製品制御装置が判断すると、２３１０で、それが機能できるようにする値がカメ
ラヘッドのメモリ内に書き込まれる間、メモリ内のデータはデータベースに記録および格
納される。
【００７６】
　２３１２で、カメラヘッドはビデオ品質および他の動作基準について試験されうる。２
３１４で、カメラはバイオハザードバッグまたは衛生バッグ内にパッケージされうる。こ
のようなバッグは、バッグ内にある間にカメラヘッドを消毒する機能を提供できる。消毒
処理は、エチレンオキシド（ＥＯ）ガス、または前記バッグまたはパッケージングのプロ
パティに対応する他の液体処理を含んでもよく、それを使用して実現されてもよい。次い
で２３１６で、パッケージされたカメラヘッドを消毒できる。２３１８で、カメラヘッド
をトレイ内などにさらにパッケージでき、エンドユーザに出荷できる。次いで２３２０で
、カメラヘッドを外科手術に使用でき、手術の間、カメラ制御装置はカメラヘッド内のメ
モリに使用値を書き込む。２３２２で、使用後にカメラヘッドをバイオハザード出荷に適
した返却出荷コンテナに入れて、２３２４で、処理施設またはメーカーに出荷できる。２
３２６で、メーカーまたは処理施設は使用済みカメラヘッドを受け取ることができ、２３
２８で、カメラヘッドはさらなる処理のために開封されて殺菌されうる。２３３０で、カ
メラヘッドは検査されて、コンポーネントを交換する必要があるかどうか判断されうる。
カメラヘッドのいくつかのコンポーネントを交換する必要があると判断されると、２３３
２で、不良コンポーネントが交換される。２３３２で不良コンポーネントが交換されると
、２３０４で、カメラヘッドは品質および機能を検査されて、次いで図示したシステムに
よってさらに処理される。
【００７７】
　図２４は、手術用カメラヘッドまたは画像装置を製造および再処理するためのシステム
の実施形態を示している。再処理は、使用済み手術用カメラヘッド、および前記手術用カ
メラヘッドのあらゆる関連アクセサリまたはコンポーネントの回収またはリサイクルを表
すことができる。２４０４で、組み立てられたカメラおよびあらゆるアクセサリが、適切
な動作、品質、および機能を検査される。２４０６で、カメラヘッド、およびあらゆる関
連アクセサリが製品制御装置または製品装置に挿入されうる。製品制御装置は、カメラヘ
ッド内のメモリの状態を検査して、メモリがあらかじめ定められた動作状態にフォーマッ
トされているかどうか判断できる。製品制御装置が、メモリ内のデータおよび制御値はカ
メラが使用されたことを示していると判断すると、２４０８で、それが機能できるように



(24) JP 2013-524873 A 2013.6.20

10

20

30

40

50

する値がメモリに書き込まれる。メモリ内のデータおよび制御値が、カメラは動作可能で
あること、または使用されていないことを示していると製品制御装置が判断すると、２４
１０で、それが機能できるようにする値がカメラヘッドのメモリ内に書き込まれる間、メ
モリ内のデータはデータベースに記録および格納される。
【００７８】
　２４１２で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはビデオ品質および他の動作基準につ
いて試験されうる。２４１４で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはバイオハザードバ
ッグまたは衛生バッグ内にパッケージされうる。このようなバッグは、バッグ内にある間
にカメラヘッドを消毒する機能を提供できる。消毒処理は、エチレンオキシド（ＥＯ）ガ
ス、または前記バッグまたはパッケージングのプロパティに対応する他の液体処理を含ん
でもよく、それを使用して実現されてもよい。次いで２４１６で、パッケージされたカメ
ラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを消毒できる。２４１８で、カメラヘッドおよび
あらゆる関連アクセサリをトレイ内などにさらにパッケージでき、エンドユーザに出荷で
きる。次いで２４２０で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを外科手術に使用
でき、手術の間、カメラ制御装置はカメラヘッド内のメモリに使用値を書き込む。２４２
２で、使用後にカメラヘッドおよび関連アクセサリをバイオハザード出荷に適した返却出
荷コンテナに入れて、２４２４で、処理施設またはメーカーに出荷できる。２４２６で、
メーカーまたは処理施設は使用済みカメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを受け取
ることができ、２４２８で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリはさらなる処理
のために開封されて殺菌されうる。２４３０で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセ
サリは検査されて、コンポーネントを交換する必要があるかどうか判断されうる。カメラ
ヘッドおよびあらゆる関連アクセサリのうちのいくつかのコンポーネントを交換する必要
があると判断されると、２４３２で、不良コンポーネントが交換される。２４３２で不良
コンポーネントが交換されると、２４０４で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサ
リは品質および機能を検査されて、次いで図示したシステムによってさらに処理される。
【００７９】
　図２５は、手術用カメラヘッドまたは画像装置を再処理するためのシステムの実施形態
を示している。再処理は、使用済み手術用カメラヘッド、および前記手術用カメラヘッド
のあらゆる関連アクセサリまたはコンポーネントの回収またはリサイクルを表すことがで
きる。２５２６で、メーカーまたは処理施設は使用済みカメラヘッドおよびあらゆる関連
アクセサリを受け取ることができ、２５２８で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセ
サリはさらなる処理のために開封されて殺菌されうる。２５３０で、カメラヘッドおよび
あらゆる関連アクセサリは検査されて、コンポーネントを交換する必要があるかどうか判
断されうる。カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリのうちのいくつかのコンポーネ
ントを交換する必要があると判断されると、２５３２で、不良コンポーネントが交換され
る。２５３２で不良コンポーネントが交換されると、２５０４で、カメラヘッドおよびあ
らゆる関連アクセサリは品質および機能を検査されて、次いで図示したシステムによって
さらに処理される。２５０４で、組み立てられたカメラおよびあらゆるアクセサリが、適
切な動作、品質、および機能を検査される。２５０６で、カメラヘッド、およびあらゆる
関連アクセサリが製品制御装置または製品装置に挿入されうる。製品制御装置は、カメラ
ヘッド内のメモリの状態を検査して、メモリがあらかじめ定められた動作状態にフォーマ
ットされているかどうか判断できる。製品制御装置が、メモリ内のデータおよび制御値は
カメラが使用されたことを示していると判断すると、２５０８で、それが機能できるよう
にする値がメモリに書き込まれる。メモリ内のデータおよび制御値が、カメラは動作可能
であること、または使用されていないことを示していると製品制御装置が判断すると、２
５１０で、それが機能できるようにする値がカメラヘッドのメモリ内に書き込まれる間、
メモリ内のデータはデータベースに記録および格納される。コンピュータ内のプロセッサ
は、２５０９で前記カメラヘッドからデータを読み取ってストレージ内に記録するために
使用でき、２５１１で、そのデータを後で使用するために格納できる。
【００８０】
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　２５１２で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはビデオ品質および他の動作基準につ
いて試験されうる。２５１４で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはバイオハザードバ
ッグまたは衛生バッグ内にパッケージされうる。このようなバッグは、バッグ内にある間
にカメラヘッドを消毒する機能を提供できる。消毒処理は、エチレンオキシド（ＥＯ）ガ
ス、または前記バッグまたはパッケージングのプロパティに対応する他の液体処理を含ん
でもよく、それを使用して実現されてもよい。次いで２５１６で、パッケージされたカメ
ラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを消毒できる。２５１８で、カメラヘッドおよび
あらゆる関連アクセサリをトレイ内などにさらにパッケージでき、エンドユーザに出荷で
きる。
【００８１】
　図２６は、手術用カメラヘッドまたは画像装置を再処理して、前記カメラヘッドまたは
画像装置についてのアップデートを提供するためのシステムの実施形態を示している。再
処理は、使用済み手術用カメラヘッド、および前記手術用カメラヘッドのあらゆる関連ア
クセサリまたはコンポーネントの回収またはリサイクルを表すことができる。２６２６で
、メーカーまたは処理施設は使用済みカメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを受け
取ることができ、２６２８で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリはさらなる処
理のために開封されて殺菌されうる。２６３０で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アク
セサリは検査されて、コンポーネントを交換する必要があるかどうか判断されうる。カメ
ラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリのうちのいくつかのコンポーネントを交換する必
要があると判断されると、２６３２で、不良コンポーネントが交換される。２６３２で不
良コンポーネントが交換されると、２６０４で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセ
サリは品質および機能を検査されて、次いで図示したシステムによってさらに処理される
。２６０４で、組み立てられたカメラおよびあらゆるアクセサリが、適切な動作、品質、
および機能を検査される。２６０６で、カメラヘッド、およびあらゆる関連アクセサリが
製品制御装置または製品装置に挿入されうる。製品制御装置は、カメラヘッド内のメモリ
の状態を検査して、メモリがあらかじめ定められた動作状態にフォーマットされているか
どうか判断できる。製品制御装置が、メモリ内のデータおよび制御値はカメラが使用され
たことを示していると判断すると、２６０８で、それが機能できるようにする値がメモリ
に書き込まれる。メモリ内のデータおよび制御値が、カメラは動作可能であること、また
は使用されていないことを示していると製品制御装置が判断すると、２６１０で、それが
機能できるようにする値がカメラヘッドのメモリ内に書き込まれる間、メモリ内のデータ
はデータベースに記録および格納される。コンピュータ内のプロセッサは、２６０９で前
記カメラヘッドからデータを読み取ってストレージ内に記録するために使用でき、２６１
１で、そのデータを後で使用するために格納できる。
【００８２】
　２６１９で、カメラヘッドの動作が最新式かどうか判断されうる。２６１３で、カメラ
ヘッドを改良または修正するためにアップデートを作成できる。アップデートは、２６１
１で格納されたカメラヘッドデータから得ることができ、前記カメラヘッドデータに対応
しうる。２６１５で、カメラヘッドをアップデートできる。このようなアップデートは、
カメラヘッドのメモリに書き込むことができ、動作の時点で、またはネットワーク接続を
介して、手動、自動で行うことができる。
【００８３】
　２６１２で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはビデオ品質および他の動作基準につ
いて試験されうる。２６１４で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはバイオハザードバ
ッグまたは衛生バッグ内にパッケージされうる。このようなバッグは、バッグ内にある間
にカメラヘッドを消毒する機能を提供できる。消毒処理は、エチレンオキシド（ＥＯ）ガ
ス、または前記バッグまたはパッケージングのプロパティに対応する他の液体処理を含ん
でもよく、それを使用して実現されてもよい。次いで２６１６で、パッケージされたカメ
ラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを消毒できる。２６１８で、カメラヘッドおよび
あらゆる関連アクセサリをトレイ内などにさらにパッケージでき、エンドユーザに出荷で
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きる。
【００８４】
　図２７は、手術用カメラヘッドまたは画像装置を再処理して、前記カメラヘッドまたは
画像装置についてのアップデートを提供するためのシステムの実施形態を示している。再
処理は、使用済み手術用カメラヘッド、および前記手術用カメラヘッドのあらゆる関連ア
クセサリまたはコンポーネントの回収またはリサイクルを表すことができる。２７２６で
、メーカーまたは処理施設は使用済みカメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを受け
取ることができ、２７２８で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリはさらなる処
理のために開封されて殺菌されうる。２７３０で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アク
セサリは検査されて、コンポーネントを交換する必要があるかどうか判断されうる。カメ
ラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリのうちのいくつかのコンポーネントを交換する必
要があると判断されると、２７３２で、不良コンポーネントが交換される。２７３２で不
良コンポーネントが交換されると、２７０４で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセ
サリは品質および機能を検査されて、次いで図示したシステムによってさらに処理される
。２７０４で、組み立てられたカメラおよびあらゆるアクセサリが、適切な動作、品質、
および機能を検査される。２７０６で、カメラヘッド、およびあらゆる関連アクセサリが
製品制御装置または製品装置に挿入されうる。製品制御装置は、カメラヘッド内のメモリ
の状態を検査して、メモリがあらかじめ定められた動作状態にフォーマットされているか
どうか判断できる。製品制御装置が、メモリ内のデータおよび制御値はカメラが使用され
たことを示していると判断すると、２７０８で、それが機能できるようにする値がメモリ
に書き込まれる。メモリ内のデータおよび制御値が、カメラは動作可能であること、また
は使用されていないことを示していると製品制御装置が判断すると、２７１０で、それが
機能できるようにする値がカメラヘッドのメモリ内に書き込まれる間、メモリ内のデータ
はデータベースに記録および格納される。コンピュータ内のプロセッサは、２７０９で前
記カメラヘッドからデータを読み取ってストレージ内に記録するために使用でき、２７１
１で、そのデータを後で使用するために格納できる。
【００８５】
　２７１９で、カメラヘッドの動作が最新式かどうか判断されうる。２７１３で、カメラ
ヘッドを改良または修正するためにアップデートを作成できる。アップデートは、２７１
１で格納されたカメラヘッドデータから得ることができ、前記カメラヘッドデータに対応
しうる。２７１５で、カメラヘッドをアップデートできる。２７２１で、カメラヘッドが
最新式ではないとわかった時に、アップデートデータベースから必要なアップデートを選
択してカメラヘッドに適用できるように、アップデートデータベースにアップデートを格
納できる。このようなアップデートは、カメラヘッドのメモリに書き込むことができ、動
作の時点で、またはネットワーク接続を介して、手動、自動で行うことができる。
【００８６】
　２７１２で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはビデオ品質および他の動作基準につ
いて試験されうる。２７１４で、カメラヘッドおよび関連アクセサリはバイオハザードバ
ッグまたは衛生バッグ内にパッケージされうる。このようなバッグは、バッグ内にある間
にカメラヘッドを消毒する機能を提供できる。消毒処理は、エチレンオキシド（ＥＯ）ガ
ス、または前記バッグまたはパッケージングのプロパティに対応する他の液体処理を含ん
でもよく、それを使用して実現されてもよい。次いで２７１６で、パッケージされたカメ
ラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリを消毒できる。２７１８で、カメラヘッドおよび
あらゆる関連アクセサリをトレイ内などにさらにパッケージでき、エンドユーザに出荷で
きる。
【００８７】
　図２８は、手術用カメラヘッドまたは画像装置をアップデートするためのシステムの実
施形態を示している。２８０６で、カメラヘッドおよびあらゆる関連アクセサリがカメラ
制御装置に挿入されうる。２８０８で、カメラ制御装置はカメラヘッド内のメモリの状態
を検査して、カメラヘッドがアップデートされたかどうかを判断できる。カメラ制御装置
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が、カメラヘッドはアップデートされたと判断すると、２８０８で、それが機能できるよ
うにする値がメモリに書き込まれる。２８０８で、製品制御装置が、メモリ内のデータお
よび制御値がカメラはアップデートされていないことを示していると判断すると、２８１
０で、アップデートデータベースから必要なアップデートが取り出される。コンピュータ
内のプロセッサは、２８１２でカメラパラメータを読み取って、２８１４で対応するアッ
プデートを取り出すために使用されうる。アップデートは、格納したカメラヘッドデータ
から得ることができ、前記カメラヘッドデータに対応しうる。２８１５で、カメラヘッド
をアップデートできる。カメラヘッドが最新式ではないとわかった時に、アップデートデ
ータベースから必要なアップデートを選択してカメラヘッドに適用できるように、アップ
デートデータベースにアップデートを格納できる。このようなアップデートは、カメラヘ
ッドのメモリに書き込むことができ、動作の時点で、またはネットワーク接続を介して、
手動、自動で行うことができる。２８１８で、カメラヘッドメモリに値を書き込んで、カ
メラヘッドを使用する準備ができている状態にすることができる。
【００８８】
　図２９は、手術用カメラヘッドまたは画像装置にアップデートを提供するためのシステ
ムの実施形態を示している。カメラヘッド２９０２は、カメラ制御装置２９０４とともに
動作するように構成されうる。システムは、現在のネットワーク分野および技術、ならび
に将来使用されうる将来のネットワーク分野および技術と一致するネットワークとして動
作するように構成されうる。システムは、ネットワークを介して動作して、カメラ制御装
置２９０４と通信するための通信手段を備えるように構成されたサーバ２９０８を備えう
る。システムは、アップデートデータおよびカメラヘッドパラメータなどのデータを格納
するための単数または複数のデータベースを備えうる。システムは、アップデートデータ
ベース２９１２およびカメラヘッドデータベース２９１６を備えうる。システムは、ネッ
トワークへのアクセスを提供するコンピュータ端末２９２０を備える。システムは、ネッ
トワークで接続されたコンポーネント間のＬＡＮベースの通信方法を使用してもよく、お
よび／または無線手段２９２４によって提供される無線通信を使用してもよい。
【００８９】
　図３０は、手術用カメラヘッドまたは画像装置を製造および再処理するためのシステム
および方法の実施形態を示している。再処理は、本明細書で個別に、または集合的に画像
装置またはカメラヘッドと呼ばれうる、使用済み手術用カメラヘッド、および前記手術用
カメラヘッドのあらゆる関連アクセサリまたはコンポーネントの回収またはリサイクルを
表すことができる。３００２で、カメラヘッドのコンポーネントが、メモリを備えた作業
ユニットへと組み立てられる。３００４で、組み立てられたカメラヘッドがあらかじめ定
められた最低基準に確実に合格するように、組み立てられたカメラヘッドが適切な動作お
よび品質のために検査される。３００６で、カメラヘッドが製品制御装置または製品装置
に挿入されうる。製品制御装置は、カメラヘッド内のメモリの状態を検査して、メモリが
あらかじめ定められた動作状態にフォーマットされているかどうか判断できる。製品制御
装置が、メモリ内のデータおよび制御値はカメラが使用されたことを示していると判断す
ると、３００８で、それが機能できるようにする値がメモリに書き込まれる。メモリ内の
データおよび制御値が、カメラは動作可能であること、または使用されていないことを示
していると製品制御装置が判断すると、３０１０で、それが機能できるようにする値がカ
メラヘッドのメモリ内に書き込まれる間、メモリ内のデータはデータベースに記録および
格納される。
【００９０】
　画像装置または他のコンポーネントは、３００６で、試験装置または他のコンポーネン
トに電子的に接続されうることが理解されよう。コンポーネントが電子的に接続されると
、３０１５で、コンポーネントはコンポーネント間の通信を介して相互に認証できる。た
とえば、認証は試験装置と画像装置との間でよいが、あらゆるコンポーネントまたは装置
を同じ手順または方法で認証でき、認証はある暗号セキュリティプロトコルを順守するこ
とによって行われうる。ある実施形態では、セキュリティプロトコルは画像装置から生じ
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る。ある実施形態では、セキュリティプロトコルは試験装置から生じる。試験装置は別の
コンピュータで制御できることが理解されよう。別のコンピュータは、試験装置と別のコ
ンピュータとの間の通信を暗号化できる。
【００９１】
　ある実施形態のコンポーネント間の通信は、セキュリティおよびアクセス制御のために
暗号化されうることが理解されよう。通信データストリームを暗号化することによって、
ユーザまたはプロバイダは改ざんから保護して、それによってコンポーネントの品質を制
御できる。将来開発される方法に加えて、現在利用できる暗号化およびセキュリティのあ
らゆる方法を考えることは、この開示の範囲内である。
【００９２】
　ある実施形態では、通信コンポーネントは、送信コンポーネントが、システムの受信コ
ンポーネントによって削除される必要があるデータストリームに曖昧なデータを挿入でき
るようにする固定鍵を有することができる。鍵がないと、データは容易に使用できない。
ある実施形態では、カメラヘッドなどの画像装置は、データストリームへの曖昧なデータ
の挿入を実行できる。ある実施形態では、制御装置は曖昧なデータの挿入を実行でき、一
般的に両方のコンポーネントがこの役割を実行する。実行する際、コンポーネント間の出
力データと命令の両方を暗号化できる。鍵はハードウェアコンポーネント、ファームウェ
ア、またはソフトウェアベースに組み込まれうる。
【００９３】
　ある実施形態は、公開鍵および秘密鍵の使用を含むことができ、制御装置または画像装
置のどちらかがそれぞれの鍵の発信元である。ある実施形態では、公開鍵は動作の始めか
らコンポーネント間で一致する場合もあり、鍵はオンザフライで取得されて、コンポーネ
ント間の対応する値を有する場合もある。ある実施形態は、画像装置で暗号が生じる方法
を備えうる。ある実施形態は、暗号が制御装置で生じる方法を備えうる。ある実施形態は
、制御装置または別のコンピュータなどの画像装置に接続されたさらなるコンポーネント
を備えることができ、このような実施形態では、コンポーネント間の通信のうちの全てま
たはいくつかを暗号化できる。
【００９４】
　ある実施形態は、鍵自体があるレベルに暗号化されてデータが第２のレベルに暗号化さ
れる、暗号化のレベルを備えうる。さらに、暗号化方法は世界的にアップデートおよび変
更されうる点に留意されたい。アップデートは再処理する時に発生することもあり、アッ
プデートは使用するときに発生することもある。このようなアップデートはローカルに実
行されることもあり、ネットワークを介して実行されることもある。
【００９５】
　ある実施形態では、改ざんが行わると、システムのコンポーネントがそれ以上使用また
はアクセスされないようにロックアウトする。他の実施形態では、コンポーネントは、改
ざんが行われると自己破壊するように構成されうる。
【００９６】
　３０１２で、カメラヘッドはビデオ品質および他の動作基準について試験されうる。ビ
デオ品質および他の動作基準の検査および試験は、知られている許容可能な画像標準に対
するビデオ／画像品質の目視検査を含みうる。この手順は自動の場合があるので、画像が
あるあらかじめ定められた品質基準を満たさない場合は、オンスクリーン検査は「使用ま
たは不使用」あるいは「決行または中止」のオンスクリーン回答または信号を返すことが
理解されよう。
【００９７】
　３０１４で、トレイ、ポーチ、バッグなどのコンテナにカメラがパッケージされ、カメ
ラはコンテナ内のコンポーネントとともに滅菌されうる。このようなコンテナは、コンテ
ナ内にある間にカメラヘッドを消毒する機能を提供できる。次いで、３０１６で記述した
ように、このコンポーネントのパッケージまたはコンテナは消毒または滅菌されうる。あ
る実施形態では、トレイ、ポート、バッグなどコンテナに含まれるコンポーネントは、バ
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イオハザードバッグまたは衛生バッグも含みうることが理解されよう。バイオハザードバ
ックは、画像装置および関連コンポーネントが使用されたか、あるいは汚染された後に、
使用済みまたは汚染された画像装置を、あらゆるコンポーネントとともに、殺菌およびさ
らなる再処理処置を行うため再処理センターまたはエージェントに返すために使用されう
る。
【００９８】
　次いで、３０１６で、パッケージされたカメラヘッドは消毒または滅菌されうる。手術
用ツールおよび機器から、菌類、細菌、ウイルス、細菌胞子などの伝染性物質を消毒、滅
菌、または排除する（殺す）ための多くの方法があることが理解されよう。このような方
法は、本開示の範囲内である。滅菌は、以下の熱、化学物質、放射線照射、および高圧シ
ステムのうちの１つまたは複数を使用して実現されうる。消毒または滅菌方法の例には、
エチレンオキシド、ガンマ放射線、化学物質、およびオートクレーブシステムがある。
【００９９】
　３０１８で、画像装置、すなわちカメラヘッドおよびあらゆる付属コンポーネントがさ
らにパッケージされてエンドユーザに出荷されうる。次いで３０２０で、カメラヘッドを
外科手術に使用でき、手術の間、カメラ制御装置はカメラヘッド内のメモリに使用値また
は使用ビットを設定できる場所を書き込む。３０２２で、使用または汚染後にカメラヘッ
ドをバイオハザード出荷に適した返却出荷コンテナに入れて、３０２４で、処理施設また
はメーカーに出荷できる。３０２６で、処理施設またはメーカーは使用済みまたは汚染さ
れたカメラヘッドを受け取ることができ、３０２８で、カメラヘッドはさらなる処理のた
めに開封されて殺菌される。殺菌処理は作業者の安全のためであり、使用済みまたは汚染
されたカメラヘッドの取扱い者は、手袋およびガウンなどの保護服を着用することが理解
されよう。殺菌処理は、使用済みまたは汚染された画像装置またはカメラヘッドが、殺菌
についての低水準または他の適切な政府基準を満たすための化学的処理を含みうる。最初
の殺菌処理のために様々な化学物質を使用でき、アルコール、アルデヒド、および酸化剤
を含むことができる。本開示の範囲から逸脱することなしに使用済みまたは汚染されたカ
メラヘッドを最初に処理するために、他の殺菌処理を使用できることが理解されよう。
【０１００】
　３０３０で、カメラヘッドは検査されて、コンポーネントを交換する必要があるかどう
か判断されうる。カメラヘッドのいくつかのコンポーネントを交換する必要があると判断
されると、次いで３０３２で、不良コンポーネントが交換される。たとえば、交換されう
るコンポーネントには、ケーブル、画像装置コネクタ、およびボタンがある。しかし、こ
の検査の間、必要に応じて全てのコンポーネントを交換できる点に留意されたい。３０３
２で不良コンポーネントが交換されると、３００４で、カメラヘッドは品質および機能を
検査されて、次いで図示したシステムによってさらに処理される。
【０１０１】
　図３１～３３を参照すると、本開示の教示および原理による医療用電子画像装置を処理
するための方法およびシステムの実施形態が示されている。図３１に、医療処置の間に使
用するための能動的な画像装置を処理するための方法が示されている。図３２に、医療処
置の間に使用するための能動的な画像装置を認証する方法が示されている。図３３に、受
動的画像装置でよい画像装置内の制御値を再設定する方法が示されている。
【０１０２】
　手術用カメラヘッドまたは画像装置を製造および再処理するための上述のシステムまた
は方法は、記載したそれぞれのステップ内にカメラヘッド自体または様々な処理に関する
詳細を含むことができ、本明細書に開示した実施形態のいずれかによって利用でき、この
ような詳細はそれぞれの実施形態に組み込まれることが理解されよう。
【０１０３】
　上述の発明を実施するため形態で、本開示を簡素化するために本開示の様々な特徴を単
一の実施形態にまとめた。この開示の方法は、特許請求の範囲に記載される開示が、それ
ぞれの請求項内に明白に記載されるよりも多くの特徴を必要とするという意図を反映する
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ものと解釈されるべきではない。むしろ、本開示が反映するように、発明の態様は、決し
て前述の単一の開示された実施形態の全ての特徴にあるわけではない。したがって、この
参照によって、以下の特許請求の範囲は発明を実施するための形態に組み込まれ、それぞ
れの請求項は本開示の独立した実施形態として自立する。
【０１０４】
　上述の仕組みは、本開示の原理の応用の例示に過ぎないことが理解されるべきである。
本開示の趣旨および範囲から逸脱することなしに、当業者によって様々な変更形態および
代替の仕組みが考案でき、また本開示はこのような変更形態および仕組みをカバーするこ
とを意図する。したがって、本開示を綿密かつ詳細に図示し、上記で説明してきたが、こ
れに限定されないが様々なサイズ、物質、形状、形式、動作の機能および方法、アセンブ
リ、および使用を含む様々な変更形態が、本明細書に記載の原理および概念から逸脱する
ことになしに行われうることが、当業者には明らかであろう。
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【図２】

【図３】

【図４】
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